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I．プロジェクトの概要 

 
1. プロジェクト名 

（和）大エジプト博物館合同保存修復プロジェクト 

（英）The Grand Egyptian Museum Joint Conservation Project (GEM-JC Project) 

 

2. プロジェクト実施期間 

 2016 年 11 月～2021 年 3 月（52 か月） 

  第 1 期…2016 年 11 月～2020 年 3 月 

  第 2 期…2020 年 3 月～2021 年 3 月（予定） 

 ※本報告書は、第 1 期の業務について記す。 

 

3. エジプト側関係機関 

 責任機関： エジプト・アラブ共和国考古省 

      （Ministry of Tourism and Antiquities , Arab Republic of Egypt) 

 実施機関： 大エジプト博物館保存修復センター 

      （The Grand Egyptian Museum Conservation Center） 

 関係機関： エジプト博物館（Egyptian Museum） 

    ルクソール博物館（Luxor Museum） 

       ギザ収蔵庫（Giza Storage） 

 

4. 日本側実施機関 

 責任機関（発注者）： 独立行政法人国際協力機構 

           （Japan International Cooperation Agency） 

 実施機関（受注者）： 共同企業体 

            一般財団法人日本国際協力センター 

           （Japan International Cooperation Center) 

            国立大学法人東京芸術大学 

     （Tokyo University of the Arts） 

 

5. 上位目標 

 GEM-CC がエジプトにおける文化財保存修復の中心的機関として、自立的に遺物の保存修

復活動を行い、GEM の展示品が良好な状態で維持される。 

 

6. プロジェクト目標 

 GEM-CC が高い技術を要する遺物の保存修復活動を自立的に行えるようになる。 

 

7. 期待される成果 

 成果 1 対象遺物のドキュメンテーション、ファーストエイド、梱包、移送が行われる。 

 成果 2 対象遺物の IPM、分析診断が行われ、保存修復計画が策定される。 

 成果 3 対象遺物が保存修復される。 
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8. プロジェクト実施の背景 

 エジプト・アラブ共和国（以下、エジプト）において、観光産業は、四大外貨収入獲得源

の一つであり最重要産業の一つである。観光セクターは、2010 年まで順調に伸び続けてい

たが、2011 年および 2013 年の二度の政変後に大幅に落ち込み、エジプト経済に大きな打撃

を与えた。現在、エジプト政府は、ギザの大ピラミッドの近くに大エジプト博物館（Grand 

Egyptian Museum: 以下、「GEM」という。）の建設を進めており、観光産業回復のための重

要案件としている。この大エジプト博物館建設事業に対し、日本政府は、円借款の供与（2006

年（34,838 百万円）、2016 年（49,409 百万円）追加円借款）を行い、事業を支援してきた。

大エジプト博物館は、経済を活性化させるための側面だけではなく、国の平和と安定の象徴、

自国の歴史と文化、自国の尊厳を象徴するものであり、大エジプト博物館開館へのエジプト

国民の期待は大きい。 

 このような状況下でエジプト政府は、大エジプト博物館の開館に先立ち、大エジプト博物

館保存修復センター（Grand Egyptian Museum Conservation Center: 以下、「GEM-CC」とい

う。）を完成させ、2010 年に開設した。開設以来、GEM-CC は、GEM での展示品を収蔵、

修復し、展示準備を推進するための拠点として機能している。 

 JICA は、GEM-CC に対して、「大エジプト博物館保存修復センタープロジェクト」（第 I

フェーズ（2008 年 6 月～2011 年 6 月）、第 II フェーズ（2011 年 7 月～2016 年 3 月））を実

施してきた。2008 年 6 月から 2011 年 6 月までのフェーズ I では、GEM-CC の計画・設計・

運営に係る協力や収蔵品のデータベース構築等に関する協力を実施し、2010 年に GEM-CC

の体制が整ったことを受け、2011 年 7 月からフェーズ II に移行し、文化財の保存・修復に

係る支援を実施した。保存・修復については、レプリカを使った研修で知識・技術の移転を

図り、GEM-CC 職員の能力が向上する成果が上ったが、実際の遺物への応用が重要であり、

実際の遺物を対象とした技術移転のニーズがエジプト・日本の双方の関係者の間で認識さ

れた。 

 フェーズ II が開始される前の研修フェーズでは、エジプト側からの希望で、研修では、

実際の遺物の取り扱いは行わず、レプリカを用いて研修を行うことを前提として事業がス

タートした。しかしながら、フェーズ I、II の計 8 年間におよぶ集中的な研修を通して、日

本人専門家による真摯な指導が伝わり、かつ顔を突き合わせながら実習等を通して培われ

たお互いの信頼感が深まった結果、フェーズ III としてエジプト側から本物の遺物、それも

ツタンカーメン王の遺物を合同で修復していきたいとの要請がなされた。対象遺物の選定

の過程では、ツタンカーメン王の戦車やベッドなど技術協力に相応しいツタンカーメンの

秘宝の中でも最高の遺物が提示された。このような世界の超一流のエジプトの文化財を直

接修復する機会は日本にとっても初めてのことであり、責任も大きくなるが、この修復によ

って得る経験は、今後の日本の文化協力にとって貴重な経験となることが期待されること

となった。 

 以上の経緯で、合同で修復する本物の遺物が事前に合意され、エジプト政府から、実際の

遺物を共同で移送・保存修復することによる GEM 職員の人材育成を目的とした技術協力の

要請があり、フェーズ III が 2016 年 11 月に開始された。 
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II．活動内容 

 本プロジェクトでは、大エジプト博物館にて展示予定の収蔵品の中からプロジェクトの

対象とする 72 点の遺物を選出し、実際の保存修復活動のプロセス（現状確認・ファースト

エイド・梱包・移送・IPM・診断分析・修復計画・保存修復）を日本とエジプトの協働で行

い、その経験を通じて、GEM-CC 職員（保存修復専門家）及び GEM-CC の組織能力の向上

を目指した。 

 業務は、資料 1 の業務フローチャートに示すように、成果 1～3 までの活動を段階的に進

捗させ、さらに、全体に関わるものとして、半年毎のモニタリングを導入して事業管理を行

った。 

 

1. 対象遺物 

 対象遺物は、日本人専門家と GEM-CC 保存修復スタッフとの共同で修復作業を行うリー

ド（先行）遺物と、GEM-CC スタッフが主体的に修復プロセスを実施するフォロー（追従）

遺物に区分し（資料 2）、その内訳は大きく「木製品」、「染織品」、「壁画・石材」に分類され

る 72 点で構成された（資料 3）。なお、対象遺物の詳細については、技術協力成果品の別冊

「遺物毎の保存修復報告書」に別途、記載する。 

 

2. 業務実施の流れ 

 業務フローチャートに含まれる成果 1～成果 3 の活動について、ワークプランにて以下の

詳細プロセス、詳細活動計画（資料 4）、遺物毎の詳細活動計画（資料 5）に合意し、実施し

た。 

 

(1) 成果 1 の活動：対象遺物のドキュメンテーション、ファーストエイド、梱包、移送 

1-1. 現状確認、ドキュメンテーションを行う 

1-1-1. 対象遺物の確定 

1-1-2. 対象遺物のデータベース 

1-1-3. 対象遺物の修復方針の確認 

1-1-4. 全体スケジュールの確認 

1-2. 保存修復チームを編成し、保存修復方針を策定する 

1-2-1. カテゴリー別のグループ及びチームの編成 

1-2-2. 対象遺物の現状分析 

1-2-3. 修復方針案の策定 

1-2-4. 修復方針案の確定 

1-3. ファーストエイドを行う 

1-3-1. 対象遺物へのファーストエイドの実施 

1-3-2. 対象遺物の移送前状態の評価 

1-3-3. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

1-4. 梱包及び GEM-CC への移送を行う 

1-4-1. 対象遺物の梱包 

1-4-2. 対象遺物の移送 

1-4-3. 移送後状態の評価 

1-4-4. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 
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(2) 成果 2 の活動：対象遺物の IPM、分析診断が行われ、保存修復計画の策定 

2-1. 殺虫燻蒸を行う 

2-1-1. 殺虫燻蒸方法の選定 

2-1-2. 殺虫燻蒸の実施 

2-1-3. 殺虫燻蒸効果の評価  

2-1-4. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

2-2. 診断分析を行う 

2-2-1. 診断方法の選定 

2-2-2. 診断実施 

2-2-3. 診断結果のとりまとめ 

2-2-4. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

2-3. 保存修復計画の策定 

2-3-1. 保存修復計画の策定 

2-3-2. 保存修復計画の承認 

2-3-3. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

 

(3) 成果 3 の活動：対象遺物の保存修復 

3-1. 修復処置 

3-1-1. 修復前の準備作業 

3-1-2. 修復の実施 

3-1-3. 修復の定期モニタリング・評価 

3-1-4. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

3-1-5. 修復後の収蔵 

3-2. 保存修復プロセスの記録、報告書として保管、対外発信 

3-2-1. 映像資料の撮影 

3-2-2. 修復報告書の作成 

3-2-3. 成果の発表 

3-2-4. フォロー対象遺物の作業へのアドバイス 

3-3. 展示について、展示部門への助言 

3-3-1. 展示部門関係者との情報交換 

3-3-2. 展示部門関係者への助言 

 

(4) 事業管理・モニタリング 

4-1. 修復能力評価システムの策定・実施 

4-2. プロジェクト・マネジメント 

4-2-1. ワークプランの作成と協議 

4-2-2. モニタリングシートの作成と協議 

4-2-3. 中間レビュー 

4-2-4. プロジェクト報告書の作成 

4-2-5. JCC の開催と承認 
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3. 運営体制 

(1) プロジェクト運営体制（現地） 

 本プロジェクトで実施する対象遺物の調査、移送、保存修復は、GEM の本来業務である

ため、本プロジェクトでは、GEM が主体性をもって活動を実施することを基本方針として、

以下をプロジェクトの体制図とした（図 1）。まず、GEM 館長を議長とする合同運営委員

会（JCC）を置き、メンバーは、GEM 館長、GEM 関係者、JICA 本部関係者、JICA エジプ

ト事務所、JICA 専門家等で構成され、保存修復方針や活動スケジュール、開館時期と修修

復作業とのスケジュール調整などを含むプロジェクト実施上の重要な意思決定を行った。

また、GEM 館長がプロジェクト全体の管理に関して責任を負うプロジェクトダイレクター

となり、GEM 保存修復部長がプロジェクトマネージャーとしてプロジェクトの実施とフォ

ローに対して責任を負った。プロジェクトマネージャーのカウンターパートとして、日本人

専門家を配置し、プロジェクト運営、技術、保存科学の各側面からのアドバイスを行った。 

本プロジェクトでは遺物の性質に応じて、3 つのカテゴリー「木材」「染織品」「壁画・

石材」の保存修復チームを編成し、エジプト人、日本人の双方のメンバーで構成した。各保

存修復カテゴリーにおける作業計画の意思決定を行う組織として専門家委員会を置き、対

象遺物の修復計画の策定、専門家委員会の下に組織される各保存修復チームによる保存修

復作業の進捗管理や質の担保などを行った。この他に、各保存修復チームを支援するための

「ドキュメンテーション」「診断分析」「殺虫処置」「梱包・移送」の４つのグループを編

成して、これらのグループは遺物のカテゴリーに関わらず横断的に各保存修復チームと連

携した。 

 

 

図 1 プロジェクト体制図 

 

(2) 本業務にかかる国内支援体制 

 プロジェクト運営を支援する体制として、一般財団法人日本国際協力センター（JICE）及

び国立大学法人東京芸術大学（TUA）で構成される共同企業体は、以下の国内業務を担った。 
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 JICE は、PDCA サイクルによる工程・品質管理、資機材消耗品の調達を担当し、本プロジ

ェクトの所轄部署の研修事業部長統括の下、事業運営と事業横断的な業務進捗確認や業務

上の課題に対する改善策検討を定期的に実施した。プロジェクトの工程・品質管理は、プロ

ジェクト総括と事業部・関連部門間での緊密な連携と情報共有を行い、必要に応じて、現地

へ担当者を派遣や定期的な現地との TV 会議を実施して、本部からの支援を行った。 

 TUA は、日本における保存修復技術の専門家を多数輩出しており、技術レベルでは最も

最先端の技術が集まる組織である。保存修復技術は、一般的には、専門家が独立した状態で

質の担保についてもばらばらである場合があるが、本プロジェクトでは、TUA が中心とな

り、専門家全体会議を年 1 回程度の頻度で開催して、世界標準と照らし合わせ、専門家間の

調整を実施した。さらに、後述する有識者による技術支援会議の開催を促進して、品質管理

を進めた。またプロジェクトの広報活動も行い、活動の内容をエジプト及び国内に周知させ

た。 

 

(3) 資機材調達業務の体制整備 

 本プロジェクトでは、資機材調達業務を GEM-CC の修復作業をサポートする重要な業務

と位置づけ、専門家の配置と派遣を行い、本邦（JICE 本部）と現地が綿密な連携をとる体

制を整備して業務を遂行した。具体的な調達業務のフローとしては、木製品、染織、壁画の

各保存修復チームにて必要と判断された資機材消耗品の購入依頼を JICE と TUA が精査・

承認し、承認された用品を本邦および現地の調達担当者が見積の取得から検品、輸送、GEM-

CC への納品といった工程を管理する体制とした（図 2、3）。但し、重要性が高いものや特

注で製作が必要な資機材消耗品については、日本人専門家や製作業者、輸送業者なども交え

て、品質の担保や安全で確実な受渡しが実現できるように努めた。 

 また、GEM-CC の専門家の能力向上を図るため、資機材調達担当の日本人専門家の派遣

時に、GEM-CC と共同で勉強会を開催するなどして意識の向上を図った（図 4）。 

 この勉強会は、プロジェクトで得た経験を基に、プロジェクト終了後にも自立的に専門性

の高い修復関連の用品を調達できるようになることを目的として企画し、以下のスケジュ

ールで実施した。調達業務の重要性、調達申請書類、見積書の重要性、スケジュール管理、

業者の選定、在庫確認、薬品の危険性（危険物・非危険物）の確認、輸入・納品などの調達

プロセスについて理解できるように講義を行った。 

 

表 1 資機材調達勉強会開催実績 

資機材調達勉強会 開催日 参加者 

第 1 回 2018 年 2 月 21 日  日本人専門家 3 名 

現地オフィス・ナショナルスタッフ 1 名 

GEM-CC 各保存修復チームの主要メンバー8 名 

第 2 回 2018 年 7 月 11 日 日本人専門家 2 名 

現地オフィス・ナショナルスタッフ 1 名 

GEM-CC 各保存修復チームの主要メンバー7 名 

  

 実施結果として、第 2 回目勉強会以降は、カウンターパートの調達業務への理解が深ま

り、調達プロセスにおいて各保存修復チームが自発的にプロセスに参加するなど、連携がス

ムーズに行われるようになるなど成果があった。 
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図 2 本邦での調達品の検品 図 3 本邦調達品の受渡し 図 4 専門家による勉強会趣旨

説明と講義 

 

(4) 有識者による技術支援会議 

 本プロジェクトが実施した業務は、博物館開館支援という極めて学術性・専門性が高く、

世界でも極めて重要な文化財の本物を取り扱う。本事業の国際水準を担保し、事業の適切な

運営に活かすため、年 1 回程度の頻度で、有識者による技術支援会議を開催し、専門的知見

から助言を得た。過去 3 年間の開催実績と技術支援会議の参加者（敬称略）は以下の通り。 

 

 第 1 回：2017 年 1 月 30 日開催（於）JICA 市ヶ谷ビル 6 階 600 会議室 

 第 2 回：2018 年 2 月 22 日開催（於）JICA 市ヶ谷ビル 2 階 202AB 会議室 

 第 3 回：2019 年 4 月 3 日開催（於）JICA 市ヶ谷ビル 2 階 202AB 会議室 

 

 

表 2 技術支援会議の参加者 

氏 名 所 属 役職 

三浦 定俊 公益財団法人文化財虫菌害研究所 理事長 

川越 和四 イカリ消毒（株） 顧問 

青木 繁夫 東京文化財研究所 名誉研究員 

山内 和也 帝京大学 文化財研究所・教授 

日高 慎吾 国立民族学博物館 文化資源研究センター・准教授 

澤田 正昭 東北芸術工科大学 文化財保存修復研究センター長・教授 

前田 耕作 アフガニスタン文化研究所 所長 

高妻 洋成 奈良文化財研究所 

埋蔵文化財センター保存修復科学研

究室長 

栗原 祐司 京都国立博物館 副館長（元東京国立博物館総務部長） 

近藤 二郎 早稲田大学文学学術院 教授 

 

 各会議では、以下の提言を得た。 

 

【第 1 回会議】 

 第 1 回会議では、現地で業務の従事する日本人専門家からプロジェクトの概要や各分野

（木材、染織品、壁画）の対象遺物の説明および保存状態、3 か年の作業計画や課題点な

どが説明された。これを受けて、技術支援会議の参加者からは、選択した遺物の修復の必

要性の論理的説明およびそのためのドキュメンテーションがプロジェクトの鍵となり、日

本のスタイルを見せて徹底的に協議して理解してもらうことが重要であるといった指摘が
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あった。また、今後予定されている殺虫処理については、窒素注入による殺虫は日本でも

導入が始まったばかりで、容積が大きくなると効果が出ない可能性があるため注意が必要

であるといった技術面での具体的な助言を得た。 

 

【第 2 回会議】 

 第 2 回会議では、プロジェクト開始から 1 年の進捗を受けて、現地で業務の従事する日

本人専門家から EM からの移送作業、殺虫、診断分析の経過が報告された。これを受け

て、技術支援会議の参加者からは、前回に続き、殺虫処置などに関する技術面での助言に

加え、診断分析で使用する機材が故障した場合には、技術移転に支障がでないように日本

側で柔軟に対応することが肝要であるとの意見が出された。さらに、今後、プロジェクト

が正当に評価されるように、学術的な内容を含む報告書の刊行を疎かにせずに積極的に取

り組んでほしいとの意見が出された。報告書には、プロジェクトの経緯や問題解決のプロ

セスなど他の国際協力事業でも参考になるような示唆的な内容も含めてほしいとの提言が

あった。 

 

【第 3 回会議】 

 第 3 回会議では、現地で業務の従事する日本人専門家から、これまでの診断分析の結

果、これに基づいた各分野（木材、染織品、壁画）の修復計画および修復処置作業の進捗

が報告された。プロジェクトが順調に推移していることを受けて、修復の技術面について

の意見交換に加えて、GEM の開館後の展示計画や展示環境に関する質疑、開館後の日本と

GEM-CC の協力関係についての意見交換が大きな比重を占め、技術支援会議の参加者の間

での GEM の開館に対する関心と日本の一層の協力に対する期待が述べられた。前回の会

議に続き、学術的な報告書の刊行の重要性が多く指摘されたことに加えて、一般向け刊行

物、英文での出版、発信がプロジェクトの将来のための大きな財産となるとの意見が出さ

れた。 

 

4. 活動状況の詳細 

 JICA は、「大エジプト博物館保存修復センタープロジェクト」のフェーズ I、II にて、GEM-

CC 職員が習得すべき技能を身につけるべく、それに必要とされる研修プログラムを実施し

てきた。 

本プロジェクトは前フェーズまでの研修で習得した技能（すなわちフェーズ II までの研

修項目）（資料 6）を前提として構築されている。前フェーズの研修では、実物を扱えずに

レプリカにて研修を実施してきたため、多くの場合は、本プロジェクトの「技能取得の 5 段

階評価」（＊注）の「C. 基本的な知識と若干の実践経験がある」に留まらざるを得なかった

が、フェーズ III では、合同事業として実際の遺物を扱うことになり、下記の成果 1～3 に繋

がる合同での活動を通して、十分な実践経験を積み、「B. 自分で仕事を行うための応用可能

な知識と十分な実践経験がある」という段階に向上することが期待された。 

（＊注：「技能取得の 5 段階評価」：全体を A から E に評価を分け、A:同僚に教えること

ができる高度な知識と豊富な実務経験がある、B:自分で仕事を行うための応用可能な知識と

十分な実践経験がある、C:基本的な知識と若干の実践経験がある、D:基本的な知識はあるが

実践経験がない、E:知識も経験もない、と評価分けしたもの。） 
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 以下に活動の詳細な状況を写真とともに示す。 

成果 1：対象遺物のドキュメンテーション、ファーストエイド、梱包、移送 

活動 1-1. 現状確認、ドキュメンテーションを行う 

1-1-1. 対象遺物の確定 

R/D に合意されているリード及びフォ

ローの対象遺物をエジプト側カウンター

パートと日本人専門家が実見して確定し

た。確定時には、遺物を有する博物館等

（エジプト考古学博物館、ルクソール博

物館、ギザ遺跡収蔵庫）の関係者とも事

前に協議し、遺物の搬出について合意さ

れていることを確認した。  

1-1-2. 対象遺物のデータベース 

リード及びフォローの対象遺物につい

てエジプト側カウンターパートと既存の

対象遺物データベースとの照合を行い、

不足情報を整理して必要な項目の登録を

行った。 

 

1-1-3. 対象遺物の修復方針の確認 

全対象遺物に関するプロジェクト全体

の保存修復方針について、「最小限の加入

処置」「国際憲章に沿った修復」「予防的

修復」などの項目を第 1 回 JCC にて議論

し、確認した上で、ワークプランに文書

化した。木製品、染織品、壁画の各対象

遺物カテゴリーの修復方針についても、

エジプト側カウンターパートと日本人専

門家との合同で確認した。 

 

1-1-4. 全体スケジュールの確認 

エジプト側カウンターパートとプロジ

ェクト全体のスケジュールについて協議

し、各対象遺物カテゴリーの遺物毎の作

業スケジュールを協議、確認して、Plan of 

operation based on Artifacts を作成し、ワー

クプランに添付した。 
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活動 1-2. 保存修復チームを編成し、保存修復方針を策定する 

1-2-1. カテゴリー別のグループ及びチ

ームの編成 

 エジプト側カウンターパートと協議

し、木製品、染織、壁画の 3 つの保存修

復チームおよび専門家委員会（コミッテ

ィ）を設定し、チームメンバーの編成を

行った。List of Expected Members を作成

し、ワークプランに添付した。 

 

1-2-2. 対象遺物の現状分析 

 対象遺物のグループ毎に、対象遺物の

現状を観察して損傷状態の調査、記録を

実施した。それを踏まえ、それぞれの対

象遺物の保存修復プロセスにおける課

題の抽出をおこなった。 

 

 

1-2-3. 修復方針案の策定 

 対象遺物の現状の観察による損傷状

態等の把握をもとに、プロジェクトの保

存修復の大方針に照らしつつ、各対象遺

物の修復方針を検討した。その際、国際

スタンダードに鑑みてその方針が適切

であるかどうかにも留意した。 

 

 

1-2-4. 修復方針案の確定 

 各保存修復チームの専門家委員会に

おいて、修復方針案の確定を行った。 
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活動 1-3. ファーストエイドを行う 

1-3-1. 対象遺物へのファーストエイドの実

施 

 確定された修復方針をもとに、移送チーム

と保存修復チームが協議し、対象遺物毎にフ

ァーストエイドの必要性や実施方法を検討

した上で、必要と判断された対象遺物に対す

るファーストエイドを実施した。 

 

 

1-3-2. 対象遺物の移送前状態の評価 

 移送前に実施されたファーストエイド個

所の状態の確認を行い、梱包移送に耐えられ

る適切な状態になっていることを移送チー

ムと保存修復チームの日本・エジプトの双方

の専門家にて協議して、移送前状態の評価を

実施した。 

 

1-3-3. フォロー対象遺物の作業へのアドバ

イス 

 リード遺物に実施したファーストエイド

の知見をもとに、類似の損傷が見られるフォ

ロー対象遺物へのファーストエイドに対す

るアドバイスを行った。 

 

 

 

活動 1-4. 梱包及び GEM-CC への移送を行う 

1-4-1. 対象遺物の梱包 

 保存修復チームの専門家の立ち合い

のもと、リード対象遺物の梱包を日本人

専門家の主導で行った。その際、移送前

後のチェックシートを作成し、確認作業

を行った。なお、対象遺物の壁画につい

ては、足場とチェーンブロックを設置し

て、展示箇所から外し、移送のためのク

レートに入れるなどの必要作業を実施

した。 
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1-4-2. 対象遺物の移送 

 リード対象遺物の移送を日本人専門

家の主導のもとで、GEM-CC の移送チー

ムとともに実施した。その際、各保存修

復チームは移送に立ち合い、必要な場合

には梱包作業と並行して補足の処置を

した。 

 

 

1-4-3. 移送後状態の評価 

 保存修復チーム及び移送チームの専

門家の立ち合いのもと、GEM-CC への移

送が完了したリード遺物を開梱し、移送

による損傷等が発生していないかを確

認した。 

 

 

1-4-4. フォロー対象遺物の作業へのア

ドバイス 

 リード対象遺物の梱包、移送、開梱の

一連の作業の完了を踏まえ、フォロー遺

物の移送へのアドバイスを行った。 

 

 

 

成果 2：対象遺物のドキュメンテーション、ファーストエイド、梱包、移送 

活動 2-1. 殺虫燻蒸を行う 

2-1-1. 殺虫燻蒸方法の選定 

 リード遺物に対する虫害の被害状況を

検査し、虫糞の有無、種類などの観察、

アクティブな虫害があるかどうかについ

ての調査を行った。その上で、殺虫及び

殺菌燻蒸の必要性を協議し、必要であれ

ば被害に対して適切でかつ対象遺物に使

用されている材料に悪影響を与えない燻

蒸方法の選定を行った。 
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2-1-2. 殺虫燻蒸の実施 

 選定された燻蒸方法を用い、殺虫燻蒸

チームによる対象遺物の殺虫燻蒸処置を

実施した。 

 

 

2-1-3. 殺虫燻蒸効果の評価  

 保存修復チームの立ち合いのもと、実

施された燻蒸処置の効果の評価を行っ

た。その際、燻蒸作業による被害（変色

等）がないかどうかについても十分に確

認を行った。 

 

 

2-1-4. フォロー対象遺物の作業へのア

ドバイス 

 リード対象遺物において実施された殺

虫方法の選定から実施、評価までの一連

の殺虫燻蒸処置を踏まえ、フォロー対象

遺物へのアドバイスを行った。 

 

 

 

活動 2-2. 診断分析を行う 

2-2-1. 診断方法の選定 

 対象遺物の現状分析及び修復方針の策

定に基づき、遺物に使用されている素材

及び後世に施された修復材料などについ

て、科学的診断方法の検討及び選定を行

った。 
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2-2-2. 診断実施 

 診断方法の選定結果に基づき、全対象

遺物に対する診断分析を実施した。診断

分析の実施は、非破壊分析調査を先行し

て行った。脱落部材等を用いた破壊分析

については、エジプト側と十分に協議し、

考古省最高評議会常任委員会から分析許

可を取得した上で、慎重に進め、E-JUST

を含む外部機関との連携も開始した。 

 

 

2-2-3. 診断結果のとりまとめ 

 実施した診断分析の結果をまとめ、対

象遺物における総合的な使用素材の同定

及び損傷劣化状態の把握を行い、分析結

果データを修復計画策定に利用できるよ

うにした。 

 

 

2-2-4. フォロー対象遺物の作業へのア

ドバイス 

 リード対象遺物において完了した診断

分析結果のまとめを踏まえ、実施が完了

していないフォロー対象遺物の診断分析

に対するアドバイスを行った。 

 

 

 

2-3-1. 保存修復計画の策定 

2-3-1. 保存修復計画の策定 

 分析診断結果と修復方針案に基づき、

日本・エジプトの保存修復チーム、考古

学者、保存科学者の各専門家を交えてリ

ード対象遺物の具体的な修復計画案を協

議し、明文化をした。必要に応じて、修復

材料や方法などの試験を実施して、修復

計画に反映させた。 
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2-3-2. 保存修復計画の承認 

 各保存修復チームの専門家委員会（コ

ミッティ）で対象遺物の修復計画を文書

化して、コミッティで承認を得た上で、

第 3 回 JCC に報告し、JCC で承認した。 

 

 

2-3-3. フォロー対象遺物の作業へのア

ドバイス 

 第 3 回 JCC において承認されたリード

対象遺物の修復計画に基づき、フォロー

遺物の修復計画へのアドバイスを行っ

た。 

 

 

 

成果 3 に係る活動 

活動 3-1. 修復処置 

3-1-1. 修復前の準備作業 

修復計画に基づき、必要な資機材の発

注や作業場所の確保後、購入した資機材

の検品や在庫管理をカウンターパートと

実施しながら、修復作業を実施するため

の準備を行った。 

 

3-1-2. 修復の実施 

修復方針及び修復計画に基づき、日本

人専門家が主導して、リード対象遺物の

修復処置を実施した。その際、日本・エ

ジプト双方間で修復方法や修復材料の詳

細に至る十分な共通認識を図った上で、

各保存修復チームのコミッティの管理の

もと、保存修復チームによる日々の作業

の進捗状況の確認、記録を行った。  
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3-1-3. 修復の定期モニタリング・評価 

承認された修復方針及び修復計画に沿

って、修復作業が実施されているかどう

か、各保存修復チームのコミッティによ

る定期的なモニタリング及び評価を行っ

た。モニタリングによって修復作業に問

題が確認された場合は、適宜協議し、改

善を図った。 

 

3-1-4. フォロー対象遺物の作業へのア

ドバイス 

 修復が完了したリード対象遺物の成果

をもとに、フォロー対象遺物の保存修復

処置に対するアドバイスを行った。また、

リード対象遺物の修復処置の実施におい

て抽出された課題点に関しては、日本・

エジプトの保存修復チームで十分な対応

策を検討した。 

 

 

活動 3-2. 保存修復プロセスの記録、報告書として保管、対外発信 

3-2-1. 映像資料の撮影 

本プロジェクトで実施されるドキュメ

ンテーション、ファーストエイド、移送、

燻蒸処置、診断分析、保存修復処置の一

連のプロセスを映像で記録した。これら

の一連の映像記録は、重要な資料であり

アーカイブの必要がある。5 分版と 20 分

版の一般向けの映像資料を制作し、成果

物として JICA へ提出した。 

 

3-2-2. 修復報告書の作成 

本プロジェクトに関わった日・エジプ

トの全メンバーにより、ドキュメンテー

ション、ファーストエイド、移送梱包、

燻蒸処置、診断分析、保存修復処置の各

成果をまとめ、対象遺物ごとに修復報告

書の作成を開始した。 
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3-2-3. 成果の発表  

本プロジェクトの成果を、日本国内で

は文化財保存修復学会、国際的な場では、

ICOM-CC（国際博物館会議保存国際委員

会）、ICOM 京都大会、ツタンカーメン国

際シンポジウムなどで、日・エジプトの

合同で発表を行った。また、国内での一

般公開シンポジウム「ファラオの至宝を

守る」を東京、大阪、仙台、京都（各年 2

か所）で主催し、3 か年で延べ 760 人を

集客した。 

 

 

 

活動 3-3. 展示について、展示部門に助言する。 

3-3-1. 展示部門関係者との情報交換 

保存修復の成果を踏まえ、展示部門関

係者らとの情報交換を行った。木製品や

染織品においては特に展示ケースの仕

様について情報交換を行い、壁画におい

てはマスタバ墓復元に関するイメージ

の共有を図りつつ、展示用の材料につい

ても意見交換を行った。 

 

3-3-2. 展示部門関係者への助言 

診断分析結果や修復処置内容を踏ま

えて展示計画案を策定し、展示部門関係

者らへ展示計画の助言を行った。木製品

や染織品に関しては、今回実施した修復

処置に応じた展示ケースの提案を行い、

壁画や石造品に関しては、壁画片の組み

立て方法や石材の組み立て方法につい

ての助言を行った。  
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III.投入実績 

 
1．日本人専門家派遣実績 

2016 年 11 月 15 日～2020 年 3 月 16 日までの期間で、43 名の短期専門家、業務量として

全体で 127.6MM の派遣を行った。専門家氏名、担当業務、派遣期間、本邦所属先は資料 7、

8 に示す。その他に JICE、芸大自社負担により、専門家および業務管理担当者等の 9 名の派

遣を行った。 

 

表 3 日本人専門家派遣実績 

JICE 所属 4 名 芸大所属 7 名 

JICE 補強 9 名 芸大補強 23 名（途中交代含む） 

JICE 自社負担 7 名 芸大自社負担 2 名 

 

2．エジプト側投入実績 

2016 年 11 月 15 日～2020 年 3 月 16 日のプロジェクト実施期間中、カウンターパートの

配置、オフィススペース（家具、電気、水道等含む）、プロジェクト実施に必要な情報が提

供された。GEM-CC が配置したカウンターパートの実績については、資料 9 に示す。合計

で、107 名のGEM-CC 職員が活動に参加し、業務量として全体で 335.3MMの投入を行った。 

 

3．インターン受け入れ実績 

2016 年 11 月 15 日～2020 年 3 月 16 日のプロジェクト期間中、現地プロジェクトオフィ

スにて 3 名のインターンの受入れを行った。氏名、所属、期間、研修先、研修テーマは資料

10 に示す。 

 

4．供与機材実績 

活動に必要となる機材 3 点が R/D での合意に基づいて GEM に供与された。機材は日本

人専門家による技術移転活動を実施した後に、GEM-CC に供与された。供与機材名、機材到

着日、設置場所、利用状況は資料 11 に示す。 

 

5．現地業務費実績 

以下の表 4 に年度毎の金額実績を示す。                 

 

表 4 現地業務費実績（2020 年 3 月現在）千円以下切捨て 

 適用 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 合計 

1 一般傭人費 767,000 2,381,000 2,878,000 2,837,000 8,863,000 

2 特殊傭人費 554,000 1,899,000 1,244,000 1,591,000   5,288,000 

3 車両関連費 662,000 2,043,000 2,172,000 2,528,000 7,405,000 

4 賃料借料 20,000 4,000 40,000 1,704,000   1,768,000 

5 施設・ 

機材保守管理

費 

4,647,000    0 3,031,000        0   7,678,000 

6 消耗品費  400,000 10,911,000 4,265,000 15,440,000  31,016,000 



19 

 

7 旅費・交通費  60,000    575,000  874,000  1,251,000   2,760,000 

8 通信・運搬費 254,000  4,751,000 1,996,000    548,000   7,549,000 

9 資料等作成費 252,000    436,000 2,531,000  5,994,000   9,213,000 

10 雑費  1,000     26,000   11,000     14,000 52,000 

合計 7,617,000 23,026,000 19,042,000 31,907,000 81,592,000 
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IV.プロジェクト目標の達成度 

 
1．PDM の変遷 

PDM は、2016 年 4 月に詳細調査に、PDM（Ver.0）が提案されて以来、JCC の承認を得て、

現在までに 3 回の修正が行われ、現在 PDM（Ver.4）となっている（資料 12）。修正内容及

び変更理由は以下の表 5-7 に示す。 

 

表 5 PDM（Ver.1）から（Ver.2）への修正（2016 年 12 月第 1 回 JCC にて修正（資料 13-1）） 

項目 修正前 修正後 変更理由 

指標の全

項目 

TBD PDM（Ver.2）参照 R/D 締結時に TBD となっていた目

標及び成果の達成度の確認のための

指標の全項目について、プロジェクト

開始当初において、現地での状況確認

や関連機関との協議等を経て、現実的

な指標を提案し、第 1 回 JCC にて協議

し、ワークプランに明記して合意し

た。 

 

表 6 PDM（Ver.2）から（Ver.3）への修正（2017 年 11 月第 2 回 JCC にて修正（資料 13-2）） 

項目 修正前 修正後 変更理由 

上位目標 ― （2021 年までに） 目標達成のスケジュールを明確にす

るため変更した。 

プロジェ

クト目標

指標 

― （2019 年 10 月 

までに） 

目標達成のスケジュールを明確にす

るため変更した。 

プロジェ

クト目標 

指標 2 

2. GEM-CC スタッフ

の CCAS（修復能力

評価システム）にお

ける平均点 

2.参画する専門家

（エジプト人及び日

本人）により報告さ

れた課題と解決策の

数 

CCAS というテスト、監視を想起させ

る評価システムに対してカウンター

パートの中に抵抗感が強く合意に至

らなかった。技術の長短・優劣が客観

的につきにくいことから、プロジェク

トを通じてどのような変化があった

かというケースを集め、その質的な情

報をもとに分析することに変更した。 

プロジェ

クト目標 

指標 3 

― 3.参画する専門家

（エジプト人及び日

本人）による国内外

のセミナー、シンポ

ジウム、ジャーナル

等での発表件数 

これらの情報が、プロジェクトの成果

の社会へのインパクトを測る重要な

ツールと判断されたため追加された。 

成果 1 

指標 1 

1.1. 満足な質の状

態で計画通りの時

間に設置予定地に

1.1. 満足な質の状

態で計画通りの時間

に設置予定地に到着

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 
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到着した「リード」

（先行）遺物の数 

した「リード」(先行)

遺物の割合が 90%に

達する 

成果 1 

指標 2 

1.2. 計画通りの時間

に満足な質の状態

で設置予定地に到

着した「フォロー」

（追従）遺物の数 

1.2.計画通りの時間

に満足な質の状態で

設置予定地に到着し

た「フォロー」(追従)

遺物の割合が 80%に

達する 

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 

成果 2 

指標 1 

2.1. 計画通りの時間

に承認された「リー

ド」（先行）遺物の保

存修復計画の数 

 

2.1.計画通りの時間

に作成された「リー

ド」(先行)遺物の保

存修復計画の割合が

90%に達する 

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 

成果 2 

指標 2 

2.2. 計画通りの時間

に承認された「フォ

ロー」（追従）遺物の

保存修復計画の数 

2.2.計画通りの時間

に作成された「フォ

ロー」(追従)遺物の

保存修復計画の割合

が 80%に達する 

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 

成果 3 

指標 1 

3.1. 2018 年 5 月の

GEM 開館までに満

足なレベルに保存修

復され、展示可能と

なった「リード」（先

行）遺物の数 

3.1.保存修復計画に

基づき保存修復が行

われたと報告された

「リード」(先行)遺

物の割合が 90%に達

する 

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 

成果 3 

指標 2 

3.2. 保存修復計画に

基づいて修復作業が

開始された「フォロ

ー」（追従）遺物の数 

3.2.保存修復計画に

基づき保存修復が行

われたと報告された

「フォロー」(追従)

遺物の割合が 80%に

達する 

数値に基づく指標を提示することで

達成度の確認を容易にするため変更

した。 

 

表 7 PDM（Ver.3）から（Ver.4）への修正 

（2019 年 11 月 R/D 変更署名、2020 年 2 月第 4 回 JCC にて承認） 

項目 修正前 修正後 変更理由 

上位目標 

指標 

（2021 年までに） （2024 年までに） 開館延期に伴い、プロジェクト期間が

見直されたため変更した。 

プロジェ

クト目標

指標 

 （2019 年 10 月 

までに） 

開館延期に伴い、プロジェクト期間が

見直されたため変更した。 

成果 1 

指標 1 

1.1. 満足な質の状

態で計画通りの時

間に設置予定地に

1.1. 計画通りの時間

に満足な質の状態で

GEM-CCに到着した

「1-4. 梱包及び GEM-CC への移送を

行う。」の活動項目と新たに加わった

「3-4. 対象遺物のGEM-CCからGEM
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到着した「リー

ド」（先行）遺物

の数 

「リード」(先行)遺

物の割合が 90%に達

する 

への移送にかかる計画を策定し、梱包・

移送・展示室への設置を行う。」活動項

目を明確に区別するため変更した。 

成果 1 

指標 1 
1.2. 満足な質の状態

で計画通りの時間

に設置予定地に到

着した「フォロ

ー」（追従）遺物

の数 

1.2.計画通りの時間

に満足な質の状態で

GEM-CCに到着した

「フォロー」(追従)

遺物の割合が 80%に

達する 

「1-4. 梱包及び GEM-CC への移送を

行う。」の活動項目と新たに加わった

「3-4. 対象遺物のGEM-CCからGEM

への移送にかかる計画を策定し、梱包・

移送・展示室への設置を行う。」活動項

目を明確に区別するため変更した。 

成果 3 

指標 3 

― 

3.3 満足な質の状態

で計画通りの時間に

GEM 館内に移送さ

れ、展示室に設置さ

れた「リード」（先行）

遺物の割合が 90%に

達する 

成果 1にてGEM-CCへの移送を完了し

たが、GEM-CC から GEM 館内への移

送および展示室での設置作業が残って

おり、また、その技術上の課題が異な

ると把握され、プロジェクト目標の達

成に重要であると判断され追加され

た。 

成果 3 

指標 4 

― 

3.4 満足な質の状態

で計画通りの時間に

GEM 館内に移送さ

れ、展示室に設置さ

れた「フォロー」（追

従）遺物の割合が

80%に達する 

成果 1にてGEM-CCへの移送を完了し

たが、GEM-CC から GEM 館内への移

送および展示室での設置作業が残って

おり、また、その技術上の課題が異な

ると把握され、プロジェクト目標の達

成に重要であると判断され追加され

た。 

成果 3 

指標 5 

― 

3.5 展示に配慮を要

する対象遺物に関し

展示の企画から実際

の展示設備の導入ま

で行い、プロジェク

ト成果を発信する 

GEM の展示品が適正な状態で保存さ

れるために必要な Museum Conservator

としての総合能力の獲得（来館者の遺

物への Technical accessibility と Physical 

Accessibility の提供）のため、今回の延

長で技術協力を必要とする展示作品を

用いてプロセスを実践するため追加さ

れた。 

成果 3 

指標 6 

― 

3.6 保存修復センタ

ーの持続性ある運営

体制の構築に向けた

取り組みが開始され

る 

プロジェクトがもたらした人材育成の

効果は計り知れないが、技術を体得す

るには一定の期間が必要であり、スタ

ッフの入れ替わりの激しいGEM-CCの

組織的な技術向上を維持するには、長

期的なプロセスが必要と認識され、追

加された。 

 

2．モニタリングの実施 

プロジェクトの実施にあたって、6 ヵ月に 1 度を目途に、以下のスケジュールで定期的に

モニタリングを実施し、Monitoring Sheet を作成して JICA へ提出した（表 8）。Monitoring 

Sheet のためのデータ収集および調査は、モニタリング専門家から提案され、プロジェクト
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で合意した上で、モニタリング・ガイドライン（資料 14）を基礎とし、PDM の改訂に合わ

せて、修正を加えながら運用した。 

 

表 8 モニタリング時期及び Monitoring Sheet の提出時期 

 モニタリング期間 提出時期 

Monitoring Sheet Ver.1 2016 年 11 月~2017 年 4 月（第一期） 2017 年 5 月 

Monitoring Sheet Ver.2 2017 年 5 月~2017 年 10 月（第二期） 2017 年 11 月 

Monitoring Sheet Ver.3 2017 年 11 月~2018 年 4 月（第三期） 2018 年 5 月 

Monitoring Sheet Ver.4 2018 年 5 月~2018 年 10 月（第四期） 2018 年 10 月 

Monitoring Sheet Ver.5 2018 年 11 月~2019 年 4 月（第五期） 2019 年 5 月 

Monitoring Sheet Ver.6 2019 年 5 月~2019 年 10 月（第六期） 2019 年 11 月 

Monitoring Sheet Ver.7 2019 年 11 月~2020 年 2 月（第七期） 2020 年 2 月 

  

3．PDM 成果 1～3 の達成度 

 PDMにて設定した指標に基づく評価を行い、成果 1～3の目標を達成したことを確認した。 

(1) 成果 1 の達成度 

（PDM の指標 1.1.） 

計画通りの時間に満足な質の状態で GEM-CC に到着した「リード」（先行）遺物の割

合は 100%に達した。 

（PDM の指標 1.2.） 

計画通りの時間に満足な質の状態で GEM-CC に到着した「フォロー」（追従）遺物の

割合は 100％に達した。 

 

図 5 「木材」「壁画・石材」「染織品」の各カテゴリーの成果 1 の達成状況 

 

(2) 成果 2 の達成度 

（PDM の指標 2.1） 

 計画通りの時間に作成された「リード」（先行）遺物の保存修復計画の割合は 100%に達した。 

（PDM の指標 2.2） 

 計画通りの時間に作成された「フォロー」（追従）遺物の保存修復計画の割合は 100%に達

した。 
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図 6 対象遺物 72 点の成果 2 の達成状況 

 

 

図 7 「木材」「壁画・石材」「染織品」の各カテゴリーの成果 2 の達成状況 

 

(3) 成果 3 の達成度 

（PDM の指標 3.1） 

保存修復計画に基づき保存修復が行われたと報告された「リード」(先行)遺物の割合は 

95%に達した。 

（PDM の指標 3.2） 

保存修復計画に基づき保存修復が行われたと報告された「フォロー」(追従)遺物の割合は 

97%に達した。 

 

保存修復作業が計画通り完了しなかった対象遺物の内訳は、リード遺物が１点（木材・戦

車 2-2（天蓋）（GEM15636）、フォロー遺物 2点（戦車No.5（GEM15662）、壁画No.3（GEM74785）

の合計 3 点である。このうち、木材・戦車 No.2-2（天蓋）については、プロジェクト開始 1

年後の 2017 年 12 月の第 2 回 JCC にて合意して対象遺物に追加されたものであり、EM か

らの移送が 2019 年 5 月とフェーズ III･1 期の終盤で行われ、診断分析、修復計画策定を経

て、現在も修復作業を継続中である。戦車 No.5 については、過去の修復部分に誤りがあっ
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たことが修復過程で判明した。そのため、装飾部を一度取り外し、発見当時の写真を基に、

正しい位置に装飾部を戻す作業に時間を要したため、対象遺物の最終撮影に至っておらず

修復未完了とみなした。壁画 No.5 については、当初は、GEM での展示計画に含まれていな

かったため、壁画の現状保存を方針とする第 3 回 JCC にて承認した修復計画上の作業はす

べて完了していた。しかしながら、GEMの展示デザインチームによる展示計画の変更が2019

年 10 月に決定され、この対象遺物が GEM での展示に含まれることになった。そのため、

急遽、修復計画を見直す必要性が生じ、展示できる状態にするために壁画裏面の介入修復処

置を行うことになり、現在もその処置を継続している状況である。 

 

  

図 8 対象遺物 72 点の成果 3 の達成状況 

 

   

図 9 「木材」「壁画・石材」「染織品」の各カテゴリーの成果 3 の達成状況 

 

 なお、以下の PDM (version 4)での活動と指標については、2020 年 2 月の第 4 回 JCC に

て承認され、遺物毎の詳細活動計画（資料 17）についても双方で合意した。活動 3-6 の活

動についても、第 4 回 JCC において、GEM-CC の持続性ある運営体制の構築に向けた取り

組みについて提案がされ、この提案に、さらに労働安全衛生の活動を含むことで双方が提

案に合意した（資料 18）。今後の計画については、「第 7 章 次期活動計画」にて述べる。 

0

15

30

45

60

75

Fe
b

A
p

r

Ju
n

A
u

g

O
ct

D
ec

Fe
b

A
p

r

Ju
n

A
u

g

O
ct

D
ec

Fe
b

2017 2018 2019 2020

Artifact worked on in Output3 
(Conservation works > Ready for display) 

Plan Actual

72

69.5

0

15

30

45

60

75

Fe
b

A
p

r

Ju
n

A
u

g

O
ct

D
ec

Fe
b

A
p

r

Ju
n

A
u

g

O
ct

D
ec

Fe
b

2017 2018 2019 2020

Artifacts completed in Output3 
(Conservation works > Ready for display) 

Plan Actual

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

2018 2019 2020

Artifacts completed in 
Output 3 (Wood)

Plan Actual

0

1

2

3

4

5

6

7

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

2018 2019 2020

Artifacts completed in 
Output 3 (Mural)

Plan Actual

0

11

22

33

44

55

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

A
p

r

Ju
l

O
ct

Ja
n

2018 2019 2020

Artifacts completed in 
Output 3 (Textile)

Plan Actual



26 

 

 

（PDM の指標 3.3） 

満足な質の状態で計画通りの時間に GEM 館内に移送され、展示室に設置された「リー

ド」（先行）遺物の割合。 

（PDM の指標 3.4） 

満足な質の状態で計画通りの時間に GEM 館内に移送され、展示室に設置された「フォ

ロー」（追従）遺物の割合。 

（PDM の指標 3.5） 

展示に配慮を要する対象遺物に関し展示の企画から実際の展示設備の導入まで行い、プ

ロジェクト成果を発信する。 

（PDM の指標 3.6） 

保存修復センターの持続性ある運営体制の構築に向けた取り組みが開始される。 

 

4．プロジェクト目標の達成度 

（プロジェクト目標の指標 1） 

 プロジェクト目標の達成度を測る指標 1 については、2019 年 11 月のプロジェクト延長を

契機として見直しが行われた。PDM (version 3)までは、指標 1 は次の通りであった：「GEM-

CC のスタッフにより修復され、展示準備ができたと JCC で認められた遺物が、「リード」

（先行）遺物の 90%、「フォロー」（追従）遺物の 80%に達する」。これについては、第 4 回

JCC にて Quality Confirmation Report が承認され、達成された。しかし、2019 年 11 月のプロ

ジェクト期間延長に伴い、GEM の開館前後にかかる遺物の移送・展示支援も本格的にプロ

ジェクトの活動に含まれることとなり、PDM (version 4)では、指標 1 は「（2021 年 3 月まで

に）GEM-CC のスタッフにより修復され、展示計画にもとづき GEM に展示された遺物が

「リード」（先行）遺物の 90%、「フォロー」（追従）遺物の 80%に達する。」に変更された。

目標達成に向けて、今後も活動の継続が必要である。 

 

（プロジェクト目標の指標 2） 

 プロジェクト目標の達成度を測る指標 2「参画する専門家（エジプト人及び日本人）によ

り報告された課題と解決策の数」については、2017 年 11 月の PDM (version 3)にて最終化さ

れ、Monitoring Sheet Version 2 作成時よりインタビュー調査による定性的なデータに基づく

モニタリングを開始した。プロジェクトでは、プロジェクト参加への聞き取り調査を実施し、

報告された能力向上の事例を(1)「技術的（実践）」、(2)「技術的（概念）」、(3)「非技術的（個

人）」、(4)「非技術的（組織）」の 4 つに分類して分析を行った。  
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図 10 能力向上の事例の報告の割合 

 

 上記の指標 2 の見直し以降、プロジェクトでは Monitoring Sheet 作成のための成果モニタ

リングを半年毎に実施してきた。Monitoring Sheet Version 2 の作成時には、計 53 の能力向上

のケースが報告された。移送に伴う記録作業、応急処置などに作業が集中したことを受けて、

「技術的（実践）」の分野での能力向上の進捗が多く報告された（例えば、「3D スキャナー

の使用方法を学んだ」、「写真撮影技術が向上した」など）と同時に、次点で「非技術的（個

人）」のケースも多く報告された（例えば、「オーナーシップ」「時間管理」など）。 

 Monitoring Sheet Version 3 の作成時には、計 30 の能力向上のケースが報告された。Version 

2 作成時に比べ、「技術的（概念）」と「非技術的（個人）」の割合が増加した。事例として

は、「技術的（実践）」では、「染織品の修復における縫合の技術を学んだ」、「技術的（概念）」

の例として、結果を考えて計画に十分な時間を割くこと」、「通常は移送チームだけで行われ

る移送のプロセスに関与することを学んだ」、「非技術的（個人）」では、「最良のパフォーマ

ンスには、きちんと休息をとることも重要」、「非技術的（組織）」では、「個人的に行動する

ことが多かったチームが、団結して働くようになった」などが報告された。 

 Monitoring Sheet Version 4 の作成時には、計 55 の能力向上のケースが報告された。Version 

3 作成時と同様に、「非技術的（個人）」の分野での報告が最も多く、次点が「技術的（概念）」

の分類であった。事例としては、「技術的（実践）」では「デジタル顕微鏡を用いて染織手法

を識別する方法を学んだ」、「応急処置の選択肢としてシクロドデカンのような新しいポリ

マーがあることを学んだ」、「技術的（概念）」では「修復処置を容易にし、より良くするた

めに、修復前の厳密な診断分析がどのように必要不可欠であることか学んだ」、「すべての行

程を記録し、すべての小さい詳細まで情報を収集し、記録することが習慣になった」、「非技

術的（個人）」では「どの作業工程も注意深く、かつ勤勉に作業するべきであると学んだ」、

「非技術的（組織）」では「作業チームおよびチームリーダーとコミュニケーションをとる

ことの重要性を認識した」、「考えを協議する際の柔軟性がチームの向上に繋がる」などが報

告された。 

 Monitoring Sheet Version 5 の作成時においては、計 65 件の能力向上のケースが報告され

た。修復処置作業の進捗を受けて、「技術的（実践）」の割合が顕著に増加した。具体的な事

例としては、「技術的（実践）」では、「縫製の技術を学んだ」、「記録のためのトレースの技

法を学んだ」、「マウント製作の技術を学んだ」、「泥煉瓦製の遺物の修復に使用する材料の選

択肢、またその中からどのように適切な材料を選択し、正確に使用するかを学んだ」、「同じ
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グラウト材でも、新しい塗布方法を学び、割合を調節することで課題を克服できた」など計

29 件のケースが報告された。次点では、「非技術的（組織）」が増加しており、「チームのマ

ネジメントを通して、メンバー間の調整や他のラボ及び他の分野の専門家と協働する経験

を得た」、「協議に参加したことで、作業に対してさらなる責任感と意欲が生まれた」などの

ケースが報告された。 

 Monitoring Sheet Version 6 の作成時においては、計 41 件の能力向上のケースが報告されて

いる。引き続き作業が集中したことを受けて、「技術的（実践）」の分野での能力向上の進捗

が多く報告された。一方で、日本人専門家の渡航時の業務報告書（提出 24 部）からの意見

の抽出では課題もいまだに多く（96 ケース）報告されており、組織能力の課題が顕著であ

る。能力向上は継続的なテーマである。 

 

（プロジェクト目標の指標 3） 

 プロジェクト目標の達成度を測る指標 3「参画する専門家（エジプト人及び日本人）によ

る国内外のセミナー、シンポジウム、ジャーナル等での発表件数」については、これらの情

報が、プロジェクトの成果の社会へのインパクトを測る重要なツールと判断されたため

PDM version 3 から追加された。これに応じてモニタリング・ガイドラインを修正し、6 ヵ

月毎のモニタリングを開始した。講演会、学会発表、論文等を含む学術業績の詳細は資料 15

に示す。プロジェクトの進捗に連れて、口頭発表件数は増加したが、論文・記事等の件数は

伸び悩んでいる（表 9）。プロジェクト成果を刊行物に出版していくための成果の文書化と

報告書作成は、将来的に大きな課題であり、今後は、プロセスを加速させる努力が必要であ

る。  

 

 表 9 プロジェクト成果発表件数 ( )内はエジプト人の発表件数（日本人との共著含む） 

 

 他方で、GEM-CC の専門家の動向をみると、上記の論文数には含まれていない成果とし

て、2016 年以降に多くの職員が修士論文および博士論文を提出し、GEM-CC 修復専門家の

学位取得者の割合が増加している。下の図に示すように、修士号取得者の割合は、2016 年

度に比べほぼ倍増しており、保存修復活動を自立的に行う機関としての能力向上を示す客

観的データといえる（図 11）。 

 

モニタリング期間 
発表件数 

論文・記事等 ポスター 口頭発表 合計 

第一期   1 (1) 1 (1) 

第二期   1 (0) 1 (0) 

第三期   15 (1) 15 (1) 

第四期 4 (0) 5 (5) 7 (2) 16 (7) 

第五期 4 (0) 1 (0) 11 (1) 16 (1) 

第六期  8 (6) 20 (15) 28 (21) 

第七期 0 (0) 1 (1) 3 (0) 4 (1) 

合計 8 (0) 15 (12) 58 (20) 82 (32) 
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図 11 GEM-CC 修復専門家の学位取得者の増加状況 

 

 フェーズⅢにて実践経験を積むことで、保存修復活動に必要とされる高い技術に関して、

「自分で仕事を行うための応用可能な知識と十分な実践経験がある」のステージに到達し、

遺物の保存修復活動を自立的に行えるようになることが、プロジェクト目標である。しかし、

そのさらに上の上位目標に言及されるような「GEM-CC がエジプトにおける文化財保存修

復の中心的機関となる」に到達するには、「同僚に教えることができる高度な知識と豊富な

経験がある」のステージに向上することが期待される。これは、GEM-CC の自立発展性の上

でも重要な課題である。その萌芽として、GEM-CC は、2017 年に「研修マネージャー」を

配置し、エジプト人からエジプト人への水平展開を含む研修プログラムを独自に組み、活動

を開始している（表 10）。 

 

 表 10 GEM-CC による研修・ワークショップの実施  

内容 日付 主催者 対象者 人数 

1. The modern technical techniques 

of conservation and restoration 

2017 年 8 月 20 日 

~8 月 24 日 

GEM-CC 考古省プロジェク

トセクター職員 

 

25 

2. Mummy and human remains 

conservation 

2017 年 10 月 29

日~11 月 2 日 

GEM & 

UNESCO 

GEM-CC 所員 40 

3. Co-workshop about conservation 2018 年 1 月 17 日 GEM & 

Bibliotheca 

Alexandria  

クェート、考古

学従事者 

8 

4. The modern technical techniques 

of photographing and its role in 

analysis and documentation 

2018 年 3 月 11 日

~3 月 15 日 

GEM-CC GEM-CC 所員 15 

5. Mummy and human remains 

conservation 

2018 年 9 月 25 日 GEM-CC GEM-CC 所員 10 

6. Tour Guides workshop to 

introduce GEM activities 

2019年10月14日 GEM-CC & 

GEM-JC 

日本語ツアーガ

イド 

50 

7. Health and Safety workshop 2018年11月 19日 GEM-CC & 

GEMJC 

GEM-CC 所員 50 

8. Principles of excavation and 

archaeological survey 

2019 年 11 月 6 日 GEM-CC ミスル大学 

考古学部生 

40 

9. An experimental study about 

modern applications of self-cleaning 

2019 年 12 月 1 日 GEM-CC ミスル大学 

考古学部生 

42 
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with nanomaterials for stains on 

some linen textile 

10. Strategic management of museum 

collections at GEM workshop (day 1) 

 - How to deal with artifacts 

 - Do museums have to own websites 

 -Archaeological Documentation and    

  Registration 

2019 年 12 月 8 日 GEM-CC & 

Faculty of 

Archaeolog

y and 

Tourism 

Guidance -

Misr 

university 

for science 

and 

technology 

ミスル大学 

考古学部生 

50 

11. Strategic management of museum 

collections at GEM workshop (day 2) 

 - GEM is cultural and heritage edifice 

 - Development of museum 

exhibition to serve collections and 

visitors 

2019 年 12 月 9 日 

12. Strategic management of museum 

collections at GEM workshop (day 3) 

 - Strategic environmental control in 

Museums and storages 

 - Integrated pest management in 

Museums and Storages 

2019年12月10日 
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V. プロジェクト運営上の課題・工夫・教訓 

 
1．受入れ機関の状況と課題 

(1) 先方実施機関の人員配置の変更 

 プロジェクト期間中に、先方実施機関側の人員配置に大きな変更が度々あった。館長及び

保存修復センター長が交代し、また修復に関わる木製品、染織品、壁画・石材のエジプト側

チームの中核人物（木製品ラボ長、染織品ラボ長、ミイララボ長）の交代、その他のメンバ

ーの入れ替えも生じた。高い技術を身につけた人材の GEM-CC からの流出は、プロジェク

トの活動の進捗に少なからず影響を与えた。2018 年 11 月までに計 16 名の異動、計 14 名の

新規メンバーの加入があった（図 12）。特に染織品チームでは過去の染織品の研修コースに

参加したメンバーが 1 名しか残っておらず、新たなメンバーへの知識と技術の移転が急務

であった。 

 

図 12 先方実施機関側の人員配置の変更 

 

 プロジェクトでは、この課題の克服のため、プロジェクトの活動プロセスや成果の理解

を図るための中間セミナーを実施した。また GEM-CC では恒常的に、ラボ内（有機物ラ

ボ、木製品ラボ）で小規模な研修を繰り返してきた。また、プロジェクトでは、2011 年 7

月からフェーズ II の研修コースで使用した教材及びビデオ記録を活用した GEM-CC 職員

から新規職員への水平技術移転を GEM-CC に提案している。今後の持続的な GEM-CC の

能力向上に役立てもらいたい。 

 

(2) 供与機材の保守・管理 

 診断分析に使用する予定であった GEM-CC の機材（フェーズ II（の研修コースで供与さ

れた機材）の一部に故障が生じており、修理完了までの期間は、日本人専門家が本邦所属

先から借用した代替機を日本から専門家が携行し、その都度持ち帰るなどして、診断分析

の進捗に影響が及ばないように対応をした。供与機材については、購入前に「供与後は、

使用優先順位はプロジェクトにあり、保守管理とメンテナンスは GEM-CC 側が責任を負

う」と書面で合意している。機材納品後、GEM-CC 側に手配会社のコンタクトを含む機材

についての情報を供与し、保証期間が切れるまでに、メンテナンス契約をすることを

GEM-CC とレターを取り交わし、GEM-CC 側の供与機材を登録・管理する委員会にて重要
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性を説明して強く要請した。GEM-CC は、考古省の物品として正式に登録する手続きを踏

み、考古省より承認をされた。承認後にメンテナンス契約費用の支出について考古省内か

らの予算配分を申請し、その認可を待っている状況である。 

 また、カウンターパートからは、故障を危惧する余りに、各ラボへの機材の貸し出しに

消極的な傾向があり、プロジェクト終了後は、利用頻度が落ちるのではないかという懸念

が聞かれた。文化財の保存修復は人間でいえば健康診断に似ている。良い病院は衛生環境

面を含めて医療機材の万全な管理がなされている。GEM-CC に機材を供与する時点で双方

が GEM-CC による供与機材の適正な維持管理、予算確保、消耗品を含めた資機材調達を確

約しているが現段階ではその達成度が低い。機材の故障をおそれて機材を使用させない状

況はプロジェクトの自立発展にも支障を与える。資機材の十分な活用はプロジェクトの評

価にも大きく貢献する要素であり課題が残る。資機材管理については、第 3 回、第 4 回

JCC の議題に挙げ、繰り返しカウンターパートの理解と対応を求めて解決を図った。 

 

(3) 開館時期の変更 

 プロジェクト始動当初（2016 年 11 月）の GEM 開館予定は、2017 年 10 月に部分開館、

2018 年 5 月に本格開館の予定であったが、その後、2017 年 10 月にエジプト政府の発表で、

開館予定が 2020 年 10 月以降に延期となり、第 2 回 JCC では、遺物毎の作業スケジュール

（資料 5）を現実的なスケジュールに見直して対応した。開館時期が流動的な状況であった

ため、本プロジェクトでは、柔軟な対応が求められ、GEM 及び考古省と密なコミュニケー

ションをとり、GEM の開館準備スケジュールに合わせて活動を実施した。 

 

(4) 展示デザイナーとの連携 

 ツタンカーメンギャラリーの展示デザインへの変更について（特に染織品の展示品につ

いて）の最終展示デザインの情報伝達があったのは 2018 年 4 月であったが、その後も幾つ

かの変更があり、マウントの発注やマウント制作の進捗に影響した。展示デザイン会社から

OMC へ、OMC から GEM へ、GEM からプロジェクト専門家へという情報伝達のプロセス

を踏むため、最終的にプロジェクトへ対象遺物の最終展示デザインが伝達されるまでのタ

イムラグが生じることがあった。その後、壁画の展示デザインについては、検討段階から、

必要に応じて、展示デザイン会社、OMC、GEM とプロジェクト専門家が直接会して情報伝

達、意見交換を持つ場が設けられるようになり改善された。 

 

(5) 供与機材および携行資機材の速やかな通関 

 専門家が携行したカメラ機材や本邦調達を行い輸送したマウント等の重要な資機材が

度々空港の税関で差し止められ、その通関処理に大変な苦労をした。今後は、考古省または

GEM にてエジプト政府からの税関宛ての指示書を取り付けることや、JICA としての支援を

確実とする方策を実施できるように協力を要請したい。 

 

2．事業関連分野の現状と課題 

(1) GEM に係る JICA 他案件との連携 

 JICA は GEM に対して、本プロジェクトの他に「大エジプト博物館建設事業」、「大エジプ

ト博物館運営・展示プロジェクト」、「第二期 大エジプト博物館建設事業実施促進支援事業

（第二の太陽の船復原に係る技術支援業務）」の 3 案件を実施中である。現地での専門家間

の日々のコミュニケーションに加えて、本プロジェクトの JCC への参加、シンポジウムで
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の講演などでも連携し、互いに情報共有を行い、齟齬が生じないように調整を図った。 

 

(2) エジプト日本科学技術大学（E-JUST）との連携 

 プロジェクト開始当初は、GEM-CC に機材が導入されておらず、エジプト国内でも機材

が十分に導入されていないクロマトグラフィーなどの分析を日本にて実施することを計画

していた。現在、JICA はアレキサンドリア県ニュー・ボルグ・アラブ市に位置するエジプ

ト日本科学技術大学（E-JUST）に対する支援を行っており、GEM-CC に不足する機材が E-

JUST にて使用可能な状況が確認された。本プロジェクト終了後の自立的発展性（持続性）

の観点からも国内研究教育機関との連携は重要であり、E-JUST での分析の実現を優先させ

た。2018 年 3 月に E-JUST と GEM は、MOU を締結し、2019 年 9 月には、E-JUST の大学院

に、「遺産科学」修士課程（2 年）およびディプロマコース（1 年）が新設された。但し、文

化財の分析のための試料調整のノウハウにおいて不足している面があり、引き続き本プロ

ジェクト専門家との連携が課題である。 

 

3．効率性・インパクト・妥当性・自立発展性（持続性）を高める工夫と教訓 

(1) 効率性 

 達成された成果から見て、専門家派遣、機材調達、カウンターパートの配置などの投入は

ほぼ適切に、効率的に行われたと判断される。専門家派遣タイミングは、技術的に課題の多

かった EM から GEM-CC への移送時期に集中した。移送スケジュールと専門家スケジュー

ルの双方を調整し、専門家派遣のタイミングを技術移転に最も効率性が高く、効果のある時

期となるように工夫した。但し、資材調達面では、染織品の展示用マウントについて、GEM

による展示デザインの決定のタイミングでしか発注できなかったため、予定していたより

も染織品のマウントの日本での制作時期及び GEM-CC への納品時期が遅れる問題が生じた。

また、プロジェクトの活動を通して、オーナーシップを醸成するためにエジプト人主体の修

復チームを構成し、対象遺物にリード遺物とフォロー遺物のカテゴリーを設定し、GEM-CC

の専門家の活動を活性化し業務への自主性を促す工夫をした。さらには、第 II フェーズま

での研修を担当した短期専門家の多くがプロジェクトへの参加を継続したこと、第 II フェ

ーズまではレプリカでの研修を実施してきたため制約があったが、本プロジェクトでは、実

際の合同での実物を扱った作業を通じ、より効率的な技術能力の向上に繋がった。 

 

(2) インパクト 

 プロジェクト実施には、技術面、組織面での能力向上による GEM-CC の上位目標達成に

向けた正のインパクトが認められる。GEM 開館の準備段階で、計画された時間通りに満足

な質の状態で対象遺物の移送、診断分析、修復を段階的に達成できたことは成功事例として

GEM-CC 専門家にとって大きな自信に繋がり、今後の GEM 全体の活動への大きな波及効果

があったといえる。特に、供与機材を用いた技術移転の成果は、対象遺物以外の多くの展示

品の移送、診断分析、修復にも活用されている。プロジェクト実施の過程で、この成果の達

成度を高めるための工夫として、プロジェクトでは修復のプロセスを統一化し、どの段階に

あるかを分野が違っても理解し、また修復中のモニタリングや改善を図れるようにした。そ

の一例として、各チームにおいてトヨタの「カンバン方式」を取り入れるためのワークショ

ップを実施し、チームの構成員が課題を付箋で見える化を実践した。日本人短期専門家が不

在の間は、エジプト側との技術面に関するコミュニケーションが困難な場合もあり、その際

にはプロジェクトオフィスが日本とエジプトの間に入り、コミュニケーションを円滑化さ
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せることで改善を図った。 

 現在のプロジェクトの梱包・移送チームメンバーは、第 II フェーズの梱包・移送研修プ

ログラム参加メンバーを中心に構成されている。昨今では、度々、考古大臣から直接下命さ

れ、考古省や外国調査隊による対応が難しい発掘現場等に派遣されて GEM 以外の文化財移

送に駆り出され活躍しており、技術移転された GEM-CC の梱包・移送チームの技量の高さ

を公に示す良い機会となっている。 

 プロジェクトの活動の一環で供与された最先端の分析機器を活用しながら、学際的なメ

ンバーで診断分析も実施してきた。その結果、これまで別々の物と説明されてきた天蓋がチ

ャリオットに付随するものであることが確認できたことや、ライオンのベッドと雌牛のベ

ッドの寝台部分が古代に取り違えられて組み立てられた可能性、チュニックの 1 点にツタ

ンカーメン王以外の王名が織り込まれていたことなど、世界的な発見がなされ、考古学会に

対して大きなインパクトを与えた。 

 また、プロジェクトの進捗に応じて、エジプト及び日本の国民に対して情報を発信し、プ

ロジェクト内容の理解を得るため、プロジェクトのウェブページの運用や広報用パンフレ

ットの作成、映像資料の作成、現地・本邦メディアへの発信、シンポジウムの開催、GEM-

CC 訪問者への対応を行ってきた。 

 プロジェクトの活動及び GEM 全体の活動は、メディアでも取り上げられる機会が多くな

り、エジプト国内および欧米では広く周知されるようになってきた（資料 16）。GEM 及び

GEM-CC の保存修復の活動が周知されることは、文化、歴史への興味、さらには文化財を社

会がどのように保存修復していくべきかという議論にも繋がっており、社会全体の文化財

への関心を向上させている点でメディアを通した正の波及効果が今後も期待される。 

 エジプトの政府要人及び海外国際機関からの訪問者、GEM-CC・GEM 側観光客集客数も

GEM の注目度の高さを示す。訪問者には国連事務総長や世銀総裁関係者を始めとする国際

機関の要人、各国首相や大使館等政府機関や世界的な企業の代表者などが含まれる。毎年

GEM が主催している「ツタンカーメン国際シンポジウム」参加者である世界からの研究者、

学識経験者が GEM-CC を訪問時に「日本の保存修復の技術協力があったから GEM-CC がこ

こまで活躍できるようになってきた」と感謝の発言も聞かれた。このような実績を基に、

GEM-CC の専門家が国際シンポジウムに招待されたり、留学の機会を得られたりするケー

スが増えていることもインパクトの表れといえる。 

 また、日本でのプロジェクト及び GEM の活動に関しては、プロジェクトでは日本国内で

のシンポジウム開催、NHK 及び民間放送局による報道や番組の取材への協力、新聞各社と

の連携、プロジェクト PR ビデオ（5 分版と 20 分版。日本語、英語、アラビア語）の製作を

行い、好評を得ていることから、日本国内の GEM の認知度も徐々に上っている。今後、今

まで以上の効果を上げて開館へ繋げていくためには、戦略的にメディア等との連携ができ

る経験豊富な専門家と連携をしていくことや、現地及び国内の関係機関とも連携し、本開館

に向けたイベントや情報発信の仕組みを新たに作ることも必要と思われる。また、特に映像

資料は、単に広報的な目的のためでなく、将来の学術的な研究素材として世界の宝を扱うこ

とに伴う社会への説明責任を果たす上でも、引き続きデータとして蓄積し、活用していくこ

とが重要である。 

 
(3) 妥当性 

 観光立国であるエジプトにおける社会的なニーズと GEM 開館への期待度は非常に高く、

GEM 完成が現政府にとって重要な政策であることは間違いない。また、エジプト政府は
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GEM だけでなく、GEM とギザのピラミッド地区を含む周辺地域の総合開発を目指してお

り、カイロ地下鉄 4 号線やスフィンクス国際空港の国際線の就航などの重要案件とも連動

をし、相手国の開発政策との整合性は高い。GEM-CC は、その有機的要素の一部として、他

箇所に先立って GEM 開館準備のためにエジプト政府が 2010 年に開所して以来、全体を牽

引する存在として重要な位置づけにある。対象遺物として選択した「木製品」「染織品」「壁

画」の保存修復や「梱包・移送」「診断分析」の専門家の技術は高く、日本人専門家との協

働による能力向上の事例が報告された。それに加えて高い倫理性やチームワーク、学際的協

力などの非技術的な面での能力向上も報告されている。本案件は、日本の技術と経験を活か

した協力であり、一連の開発事業に向けた布石として極めて重要で、相手国のニーズに合致

したものであると言えよう。 

 さらに日本の援助政策への合致という視点では、2015 年 9 月に開催された国連サミット

で SDGs（持続可能な開発目標）が採択されており、その具体的な目標の一つとして「11.4

世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する」ことが合意されている。この

プロジェクトはその目標にも合致する案件であり、将来の日本の文化協力戦略の先駆けと

してのモデルになりうる案件である。 

 

(4) 自立発展性（持続性） 

 高い技術を身につけた人材の GEM-CC からの流出が、自立的発展を阻害する要因として

懸案事項である。壁画保存修復チームでは、研修を受けたエジプト側のメンバーがチーム内

に一名しか残っておらず、他のチームに比べプロジェクト開始当初は生産性が低かった。ま

た、染織品保存修復チームにおいても、プロジェクト中盤で研修を受けたメンバー2 名が海

外留学のため一時的にプロジェクトを離れたため、最終的にチームに残った研修を受けた

メンバー1 人と日本人専門家に新規メンバーの指導の負荷がかかり、一時的に効率が落ちる

状況が見られた。GEM-CC 内で研修を受けた職員から、新入の職員を組織的に技術移転す

る方策の充実が、今後の発展の鍵となるであろう。 

 能力の高いラボ成員の転出は、一時的にプロジェクト進捗の阻害要因となった一方で、本

プロジェクトで扱った技術や経験は、GEM-CC 外へ波及を見せているのも事実である。

GEM-CC から能力の高い職員が転出した先（考古大臣室、本省全エジプト博物館統括局長、

考古省博物館セクター、エジプト博物館、サッカラ収蔵庫等）で活躍し、本プロジェクトで

得た知識を普及させているケースもあり、GEM-CC からエジプト全体への波及効果の萌芽

が見えている。 

 体制面では、GEM のオーナーである評議員会と取締役会が考古省から独立して設立され、

独立行政法人としての法制化が進んでいる。考古省傘下では、経常経費を含む予算の確保に

課題があることが前から指摘されていた。資機材の維持管理が適切に行われるかは、今後の

適切な予算措置にかかっている。 
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VI. 上位目標の達成に向けての提言 

  

 上位目標「GEM-CC がエジプトにおける文化財保存修復の中心的機関として、自立的に

遺物の保存修復活動を行い、GEM の展示品が良好な状態で維持される。」の達成を目指し

て、今後取り組む必要のある事項として以下を提言する。 

 

(1) プロジェクトがもたらした人材育成の効果は計り知れないが、技術を体得するには一

定の期間が必要であり、また職員の入れ替わりの激しい GEM-CC を組織的に技術向上

するのは、終わりがない長期的なプロセスであると認識する必要がある。 

 

(2) 上位目標の達成を阻害する要因として懸念されるのが、GEM-CC からの過去に研修を

受けた人材の流出である。エジプト人からエジプト人への技術移転の水平展開の体制

を強化する必要がある。 

  

(3) 資機材の維持管理が適切に行われるために、必要な予算を確保することが重要である。 

 

(4) GEM-CC 内でのプロジェクト対象遺物の修復は完了に向かっており当初目的を達成し

た。但し、プロジェクト目標が GEM に展示されるまでとなっているため、「GEM-CC

から GEM への移送」の課題が残る。今後予定されている 2 期業務においてはそれらを

完了させる必要がある。博物館の新しい環境へのフォローを含めて、開館後１年くらい

は、日本の専門家が現地にいて、一緒に活動していることを示すことが望ましい。 

 

(5) 報告書と論文の出版が課題である。特に、学術書を世に出すことは、組織としての自立、

発展、力が付いたことの証明になる。世界の宝を扱う上でのアカウンタビリティの側面

からもアラビア語、英語、日本語の三言語で学術書の出版は重要な課題である。また、

この関連として、エジプトの文化財保存修復分野の指導的な機関として「エジプト保存

修復学会」を設立し、シンポジウムの開催や定期的な学術研究誌の発行を行い、活動の

成果をエジプト国のみならず世界に向けて発信していくことを提言する。 

 

(6) GEM の開館によって、GEM-CC の修復専門家の役割に「保存修復センターでの展示品

の修復」という活動に加え、「GEM の展示室での長期的な保存と、訪問者へのアクセス

（物理的に展示品を見るというアクセスと展示品のもつ情報へのアクセス）の提供の

両立」という役割がプラスされるため、GEM-CC として組織的にこれに対応する必要

がある。 

 

(7) 開館後、実際に修復を行った経験や、修復で一番苦労した点並びに新しい発見などを含

め、GEM-CC の専門家が自信をもって自身が行った修復活動の成果を直接説明し、展

示品に付加的な情報や新たな価値を与えていくことが、文化財保存修復の中心的機関

として社会から認知される契機となりうる。欧米の博物館で行われている展示室での

「ギャラリートーク」や「修復作業の展示やデモンストレーション」などの例を参考に

して、GEM-CC の専門家が訪問者に対して定期的に情報を発信していくことを提言す

る。 
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(8) 今後予定されている 2 期業務では、保存修復センターの持続性ある運営体制の構築や、

JICA としての出口戦略、日本としての関わり方も戦略的に考える必要がある。 
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VII. 第 2期活動計画（案） 

 

1．第 2 期のプロジェクト実施期間 

 2020 年 3 月～2021 年 3 月までの実施期間の延長が検討されている。 

 

2．プロジェクト目標 

「（2021 年 3 月までに）GEM-CC のスタッフにより修復され、展示計画にもとづき GEM

に展示された遺物が「リード」(先行)遺物の 90%、「フォロー」(追従)遺物の 80%に達す

る。」ことを目標とする。 

 

3．期待される成果 

 これまでの業務（第 1 期）を通じて、成果 1 及び成果 2 にかかる活動は完了した。業務

の第 2 期では、2019 年 11 月の R/D 修正により PDM の活動に追加された活動 3-4,3-5,3-6

を含む下記の成果 3 を完了することが期待される。 

 

成果 3 の活動： 

活動 3-1. 修復を行う 

活動 3-2. 保存修復プロセスの記録、報告書として保管、対外発信 

活動 3-3. 展示計画、移送、設置に関して、展示部門への助言 

活動 3-4. 対象遺物の GEM-CC から GEM への移送にかかわる計画を策定し、梱包・移送・

展示室への設置を行う。 

活動 3-5. 展示に配慮を要する対象遺物に関し、歴史的意義や視覚的特徴を担保するための

展示手法を検討し、必要設備を導入してプロジェクト成果を発信する。 

活動 3-6. 開館後も GEM-CC において、持続的な保存修復活動を可能とするための運営体

制構築に取り組む。 

 

4．遺物毎の詳細活動計画 

 第 4 回 JCC では、上記の活動のスケジュールを協議し、暫定的なスケジュールとして遺

物毎の活動計画を策定した（資料 17）。エジプト側から得られている最新の情報（2020 年

2 月 6 日現在）によれば、GEM の開館予定は、2020 年の第 4 四半期とのことであるので、

遺物の移送が 2020 年 9 月までに完了することを目標としている。しかし、GEM 開館時期

及び開館までの全体スケジュールについては未だ流動的であるため、全体的な開館準備に

合わせて活動を行う必要がある。 
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